青風荘　　フェイスシート

平成23年　5月　30日　担当：中村文洋　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　小向　武雄　様　　　　　男・女　　　　昭和　9年2月26日生（　77歳）

	
	〒039-1104　　　住　所　八戸市田面木赤坂35-9　　　　　　　　電話　0178-27-7658　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　狭心症

	
	発症時期
	　　Ｓ32年　月頃（23歳時頃）
	罹 患 期 間
	約53年

	
	入院回数
	　　3回　　
	延べ入院年数
	　約42年　　ヶ月

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	土曜日（隔週）

	医療区分
	後期高齢者医療
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　5000円
	精神（　1　級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級（8.3万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	5000円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	Ｈ13年5月31日
	身長
	164cm
	体重
	64.7kg

	最終学歴
	岩手県立福岡高校　卒業
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　帽子問屋（東京出稼ぎ　本人談　約1年）　農業・魚加工（時期・詳細不明）
	

	保　護　者
	氏　　名　　　小向　伊喜雄　様　　　　　　　続柄　　長兄　　　　（同居・否）

	利用目的

周囲との交流や社会との接点を増やし、生活技術・自発性の向上を図る。



	入院・治療歴　初診日

１　S24年　？月（3ヶ月）　　　　　　　外来　　　　岩手医大（病名不詳）
２　S25年　？月（6ヶ月）　　　　　　　入院　　　　福岡町杉本医院（結核）

３　S30年　1月（？月）　　　　　　　　入院　　　　浄法寺町診療所（結核）

４　S32年　？月（1年間）　　　　　　　入院　　　　二戸療養所（結核）

５　S34年　4月　　　　　　　　　　　　外来　　　　岩手医大精神科

６　S34年　？月　　　　　　　　　　　　入院　　　　南光病院（岩手県）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入院　　　　二戸療養所精神科

７　S40年　11月　　　　　　　　　　   　入院　　　　青南病院

	生活歴　

S24年、15歳頃（中学3年高校受験頃）より、頭痛を訴え始め、岩手医大に３ヶ月程通院（病名不詳）

高校入学直前に結核になり、１年間休学する。S29年高校卒業後、上京して就職するが、結核を再発し、S30年1月に帰郷し浄法寺町診療所に入院する（期間不詳）S31年3月に再上京し就職するが、再び結核が再発し、S32年、二戸療養所へ１年間入院する。この頃より、幻聴・妄想様の症状に家族が気付き、S34年4月岩手医大精神科を受診し通院していたが、以後、南光病院と二戸療養所（精神科）へ入院する（期間不詳）S40年に八戸類家に移り住むが半年位で幻聴・妄想様訴えが出現し、S40年11月17日に青南病院入院となる。H13年5月退院し、そのまま青風荘入所。現在に至る。



	家族構成　　　　　　　　　　伊喜雄様

　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　





	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

本人への関わりは長兄である伊喜雄氏夫妻が主。他の兄弟とは盆・正月に会うことがある程度で、疎遠となっている様子。兄は高齢であるが、年回1～2回程本人を自宅へ連れて外泊させています。

昨年度の兄宅への正月帰省は、道路状態の悪化により中止となっています。
次期保護者は甥様となる予定。


平成　23年　5月　30日（月）

	氏　名
	　　小向　武雄　様
	男・女
	生年月日
	　　　Ｓ9年2月26日　（77歳）


	長期目標（中期・短期）

	自分で出来る事は自分で行い､必要に応じ援助する事で、生活技術を維持していく。

加齢に伴う体力の低下を防ぐ。


	これまでの経過　（　前回　H22年12月20日　）

	前回の問題点

①　日常生活全般に声掛け・見守りを要する　　　②　高齢に伴う心身機能の低下

病状について　（　服薬　・　睡眠　）
○空笑が目立っており、ホールで壁を見ていると突然笑い出す事があります。また、頬や頭を撫でまわすことや自室へ帰る際に、唐突に放歌を始める事もあります。妄想・幻聴があるように感じられますが、確認は取れていません。上記について、日常生活への支障はありません。睡眠・服薬は問題ありません。（服薬は事務室管理）

日常生活の様子　（　荘内の過ごし方　）

○ホールではテーブルに肘をついてテレビを観たり、仰向けになって居眠りしています。自室では大声で放歌したり、ラジオを聴いて過ごす事が殆どです。

※おやつやジュースを貰う時間に、定時に事務室を訪ねる事が出来ています。

ＡＤＬ（日常生活動作）　：　食事と歩行の2点に重点をおいた介助・見守りを要する。　

①食事　：　のど詰まりの危険性が高い
・食事にて、多量に口に詰め込んで咽こみ、顔を紅潮させてもそのまま食べ続けることがあります。

・バナナやメロン皮・ぶどうのつるなど通常食べないものまで食べる事があります。以前には、プラスチックの欠片を飲む事がありました。

②歩行　：　転倒の危険性がある　　前のめりに歩いており、足取りにも不安定さが見られます。

③排泄　：　単身での排泄を行なえています。排便時にいきむ事が見られてきていますが、便秘はありません。

④入浴　：　単身で洗髪や洗身を行なっています。洗いが不十分になることもあります。

⑤着脱衣：　単身で殆ど行なう事が出来ています。（ボタンの掛け忘れ程度）

⑥整容　：・起床後は櫛で髪を整え、電動カミソリで髭剃る事が出来ています。多少の剃り残しは見られます。

・毎晩の部分入れ歯洗浄は声かけが無くても自ら洗浄コップに入れており、継続が出来ています。

・季節や気温に合った服装が出来ないことがあります。

※77歳と高齢化が進んでいる為、日常動作の変化に注意していくことが必要。

社会生活能力　：　疎通の不良が見られており、健康管理では日々の見守りが必要。

①コミュニケーション　：・呂律が回らない状態でも早口で話す事ため、聞き取りづらさがあります。

　　　　　　　　　
・自分から交流を持つ事はあまりないが、他者から話し掛けられると応えています。

②理解力　　　　　　　：・何事に対しても「ハイハイ」と内容の確認や理解をしないまま返答する事が殆ど。

③健康管理　　　　　　：・体調不調時にも自分で訴えてくる事が殆どありません。

・適量のおやつやコーヒー摂取が出来ない為、おやつは事務室管理としています。

④買物　　　　　　　　：　適量の買物が出来ずにいる為、買物同行を行なっています。

⑤掃除・洗濯　　　　　：　掃除機は、床の物を置いていないスペースのみ掃除して他は何もしない状態です。

洗濯機に衣類を入れて他者任せにする事が多く、着用していない衣類を汚れた衣類

と一緒に洗濯する事があります。下着を日に何度も着替える事があります。

⑥マナー　　　　　　　：　えんぶり見学時、トイレに行く途中、廊下に人がいても気にせずにチャックを下ろそうとするなど、周囲への配慮に欠ける行動が見られます。

※物事への関心が低く、感情鈍磨も見られています。

今後は、予定されている個人面談から本人の希望を引き出し、本人が意欲的に取り組めるプログラムを企画するなど生活の張りを持たせるなど、より充実した生活を送って頂けるよう支援に努めていきます。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 日常生活での基本動作について、声掛け・見守りを要する

主な課題

○食事：喉詰まりの危険性が高い

○歩行：転倒の危険性が高い


	食　事　・口に物を詰め込んで食べないよう声掛け・見守りを行なっていく。

歩　行　・うつむいたまま前のめりに歩く事や足取りの不安定さが見られている為、転倒しないよう必要時には付き添いを行っていく。

排泄　　・排便時に声を出していきむ事が最近見られてきている為、排便に負担が大きいようであれば、状態を確認して主治医へ情報をあげていく。

整容　　・鏡を見ながらの髭剃りを促していく。剃り残しがあれば指摘し、必要時に介助を行なう。
・洗顔や身だしなみが単独では不十分な為、常に見守りが必要。　　

入浴・着脱衣　

・単独では不十分な為、常に見守りが必要。

体力維持・健康プログラムを本人の体力に合わせた範囲で行なうよう声掛けし、無理のない継続した身体機能の維持に努めていく。

　　　　・野外の運動として、周辺散策を行っていく。


	　6ヶ月

	2 社会生活能力の不十分さが

見られる

主な課題

○コミュニケーション・理解

：会話が聞き取り難く、

相手の話を理解しようとしない

○健康管理

：体調不調時に自分で殆ど訴えない


	コミュニケーション・理解

呂律が周らない状態で早口にて話すこと、相手の話を理解しようとしないことがある為、会話ではゆっくりと話すよう促し、こちらからは相手がわかり易いような言葉を選んで説明を行なっていく。

健康管理・身体不調があっても自分から訴えない為、

普段からの体調確認を密に行なっていく。

服装　　・身体の負担にならないように天気や気温に

あった服装を促していく。

（年齢にあった衣類や履物を選択する）

洗濯　　・洗濯が必要な衣類を本人と選別していく。

・本人が洗濯を忘れているようであれば声を掛けて最後まで行なうよう指導していく。

・上着など汚れた衣類や同じ衣類を着続けている時には交換を促していく。
掃除　　　定期的にスタッフと掃除を行ない、不十分なところが無いよう清掃していく。
整理整頓　収納ケ－スに衣類の名前を明記して種類別にその場所へ収納できるようにする。また定期的に収納状況を確認していく。


	6ヶ月


プラン作成者：　修正プラン実施評価日： H　23年　5月　30日（月）　青山荘地域交流活動室

姉（盛岡）





本人





義雄様（介護施設入所中）





弟（浄法寺）





弟（介護施設入所中）





弟（福島）





弟（盛岡）








